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紹 介

平成II年度特別展覧会 r花洛のモード」観覧風景

五
0
年
前
の
文
化
財
保
護
法
の
制
定
は
、
京
都
国

立
博
物
館
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。
明

治
二
二
年
に
発
足
し
、
明
治
三

0
年
に
開
館
し
た
帝

国
京
都
博
物
館
（
明
治
三
三
年
、
京
都
帝
室
博
物
館

と
改
称
）
は
、
大
正
一
三
年
、
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）

の
御
成
婚
を
記
念
し
て
、
宮
内
省
の
所
管
を
離
れ
て

京
都
市
に
下
賜
さ
れ
、
恩
賜
京
都
博
物
館
と
な
っ
て

い
た
。
｀
恩
賜
の
時
代
は
太
平
洋
戦
争
を
は
さ
ん
で
戦
後
ま

で
続
き
、
そ
の
間
「
市
民
」
博
物
館
と
し
て
特
別
展

覧
会
を
精
力
的
に
開
催
し
た
ほ
か
、
夏
期
講
座
を
始

め
る
な
ど
、
社
会
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
た
活
動

を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
後
復
興
の
な
か
で
、

京
都
市
に
と
っ
て
博
物
館
は
次
第
に
財
政
的
な
負
担

と
な
っ
て
い
た
。
昭
和
二
五
年
五
月
、
前
年
一
月
の

法
隆
寺
金
堂
炎
上
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
を
契
機
に

文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
昭
和
二

二
年
の
新
憲
法
公
布
後
、
帝
室
を
離
れ
文
部
省
所
管

の
国
立
博
物
館
と
な
っ
て
い
た
東
京
と
奈
良
の
博
物

館
が
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
所
管
に
移
さ
れ
た
。

こ
れ
を
好
機
と
し
て
、
京
都
市
は
恩
賜
京
都
博
物
館

と
事
務
所
、
さ
ら
に
昭
和
四
一
年
に
待
望
の
新
館
が

竣
工
し
、
施
設
的
な
心
配
を
一
掃
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
こ
の
新
陳
列
館
の
完
成
を
記
念
す
る
特
別
展
覧

会
は
、
学
芸
各
部
門
の
総
力
を
挙
げ
て
名
宝
を
展
示

す
る
こ
と
に
決
し
て
そ
の
準
備
を
進
め
、
一

0
月
二

一
日
か
ら
全
国
の
名
品
七

0
0点
近
く
を
集
め
て

「
新
陳
列
館
開
館
記
念
特
別
展
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
段
階
で
明
治
三

0
年
以
来
七

0
年
間
陳
列
が

続
け
ら
れ
た
本
館
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
そ
の
処
遇
が

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
今
で
は
と
て
も
信
じ
ら
れ

な
い
こ
と
だ
が
、
当
時
は
老
朽
化
し
た
本
館
を
破
却

す
る
案
や
正
面
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
の
み
現
状
保
存
し

て
背
後
に
新
し
い
建
物
を
造
る
案
な
ど
が
ま
じ
め
に

の
国
立
移
管
を
決
定
し
、
同
館
寄
附
願
書
を
文
化
財

保
護
委
員
会
に
提
出
、
そ
し
て
同
年
秋
の
国
会
に
お

い
て
京
都
国
立
博
物
館
の
設
置
の
た
め
の
文
化
財
保

護
法
改
正
案
が
可
決
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
四
月
l

日

を
も
っ
て
京
都
国
立
博
物
館
を
設
置
す
る
こ
と
が
正

式
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
文
化
財
保
護

法
の
制
定
に
よ
っ
て
京
都
国
立
博
物
館
は
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
恩
賜
時
代
に
計
画
さ
れ
て
い
た
「
近

畿
考
古
展
」
は
順
延
さ
れ
、
代
わ
っ
て
春
に
は
国
立

移
管
記
念
特
別
展
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所

蔵
す
る
東
洋
美
術
の
名
品
か
ら
三
一
四
件
を
選
ん
で

「
国
有
東
洋
美
術
名
品
展
」
を
開
催
し
た
。
そ
し
て
秋

に
は
「
京
都
新
国
宝
展
」
が
一

0
月
ニ
―
日
か
ら
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
化
財
保
護
法
の
施
行
後
、

「
国
宝
保
存
法
」
に
基
づ
く
国
宝
が
す
べ
て
重
要
文
化

財
と
な
っ
た
あ
と
、
新
た
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
名

品
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
京
都
で
は
既
に
昭
和
二
六

年
恩
賜
京
都
博
物
館
で
第
一
回
目
を
開
催
し
て
お
り
、

そ
の
第
二
回
目
で
あ
っ
た
。

恩
賜
時
代
に
定
着
し
て
い
た
春
秋
の
特
別
展
覧
会

論
議
さ
れ
て
い
た
。
結
局
、
明
治
百
年
（
昭
和
四
二

年
）
を
迎
え
て
明
治
文
化
財
の
保
存
が
強
く
叫
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
本
館
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

修
理
を
施
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

こ
の
本
館
は
館
内
の
整
備
を
行
い
、
昭
和
四
八
年
か

ら
本
格
的
に
特
別
展
の
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
常
設
展
示
を
常

に
公
開
し
な
が
ら
、
折
に
触
れ
て
特
別
展
覧
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

当
時
は
大
規
模
な
展
覧
会
を
開
催
で
き
る
会
場
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
東
洋
美
術
に
限
ら
ず

「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
名
作
展
」
「
ブ
ー
ル
デ
ル
展
」
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
絵
画
名
作
展
」
「
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
そ
の
周
辺

展
」
な
ど
、
西
洋
美
術
の
特
別
展
も
し
ば
し
ば
開
催

さ
れ
た
が
、
他
に
適
当
な
施
設
が
増
え
て
き
た
こ
と

や
、
展
覧
会
の
基
本
に
調
査
研
究
を
位
置
づ
け
、
出

品
物
に
学
芸
課
職
員
が
学
術
的
に
責
任
を
持
っ
て
関

与
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
•
そ
う

し
た
展
覧
会
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

近
年
で
は
、
展
覧
会
の
企
画
ご
と
に
、
新
資
料
の

発
掘
を
含
め
て
、
最
も
質
の
高
い
作
品
を
収
集
、
展

示
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
、
ま
た
従
来
あ
ま

り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
ヘ
の
挑
戦
、
新
し
い

視
点
か
ら
の
企
画
な
ど
、
斬
新
な
展
覧
会
の
実
現
が

試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
展
覧
会
に
際
し
て
さ

ら
に
出
品
作
品
の
研
究
を
深
め
、
そ
の
成
果
は
特
別

展
覧
会
図
録
と
し
て
逐
次
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
開

は
移
管
後
も
同
様
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
館
員
の
意

志
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費
は
実
に
些
少

で
あ
り
、
そ
の
企
画
に
苦
労
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
昭
和
三

0
年
に
は
京
都
で
開
催
さ

れ
る
日
本
医
学
会
の
総
会
に
あ
わ
せ
て
、
同
会
と
の

共
催
で
「
医
学
に
関
す
る
美
術
資
料
」
展
を
開
催
し

た
。
こ
の
共
催
の
シ
ス
テ
ム
は
、
恩
賜
時
代
に
新
聞

社
と
の
共
催
で
実
績
が
あ
り
、
経
費
不
足
を
補
う
有

効
な
手
段
と
し
て
こ
の
後
も
機
能
し
、
翌
年
に
は
毎

日
新
聞
社
と
の
共
催
で
「
雪
舟
展
」
．
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。昭
和
三
二
年
は
、
帝
国
京
都
博
物
館
と
し
て
開
館

し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
六

0
年
目
に
あ
た
り
、
そ
の
記

念
の
特
別
展
覧
会
と
し
て
「
平
安
時
代
の
美
術
」
が

採
り
上
げ
ら
れ
、
以
後
「
鎌
倉
時
代
の
美
術
」
「
室
町

時
代
の
美
術
」
と
続
く
時
代
の
美
意
識
に
着
目
し
た

展
覧
会
の
先
駆
と
な
っ
た
。

一
方
、
国
立
移
管
後
の
京
都
国
立
博
物
館
に
と
っ

て
は
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
整
備
が
最
重
要
課
題
で

あ
っ
た
。
特
に
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
に
は
施
設

的
に
不
備
に
な
っ
て
い
た
本
館
に
か
わ
る
新
し
い
陳

列
館
の
建
設
が
求
め
ら
れ
、
帝
国
京
都
博
物
館
と
し

て
設
立
の
当
初
か
ら
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
京

都
を
中
心
と
す
る
社
寺
の
文
化
財
の
保
全
に
懸
念
を

抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
収
蔵
施
設
の
不
備
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
昭
和
三
二
年
に
新
収

蔵
庫
（
北
倉
）
を
建
設
し
、
さ
ら
に
三
七
年
に
講
堂

館
百
年
を
迎
え
た
一
九
九
七
年
か
ら
は
特
別
展
覧
会

に
際
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
併
せ
て
開
催
し
、

国
際
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
昭
和
五
四
年
に
始
め
ら
れ
た
「
京
都
社
寺

調
査
」
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
貴
重
な
文

化
財
を
発
掘
し
、
文
化
財
保
護
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
る
が
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
「
仁
和
寺
の
名
宝
」

や
「
妙
法
院
と
三
十
三
間
堂
」
な
ど
の
特
別
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
。

京
都
国
立
博
物
館
の
展
覧
会
は
、
こ
れ
ら
の
特
別

展
覧
会
だ
け
で
な
く
、
東
洋
美
術
を
所
蔵
す
る
海
外

の
美
術
館
と
の
交
換
展
を
は
じ
め
、
少
し
規
模
の
小

さ
い
特
別
展
観
や
、
学
芸
員
の
調
査
研
究
成
果
に
基

づ
く
特
別
陳
列
が
あ
り
、
特
別
展
覧
会
に
劣
ら
ぬ
質

を
発
揮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
調
査
活
動
に
お
い
て

新
た
な
資
料
の
発
見
に
努
め
、
そ
れ
ら
を
寄
託
等
の

手
段
に
よ
っ
て
収
蔵
品
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
常
陳
列
の
充
実
も
図
ら
れ
て
い
る
。

平
成
一
三
年
四
月
に
は
博
物
館
は
独
立
行
政
法
人

と
な
り
、
博
物
館
の
置
か
れ
た
状
況
は
必
ず
し
も
楽

観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
在
、
新
陳
列
館
（
百

年
記
念
館
）
の
建
設
計
画
も
進
行
し
て
お
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
、
常
に
質
の
高
い
展
示
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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島
田
敏
男
）

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
シ
リ
ー
ズ
⑪

●
萩
市
堀
内
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
山
口
県
）

武
家
町
／
昭
和
51
年
9
月
4
日
選
定

伝
建
制
度
が
制
定
さ
れ
て
合
年
で
二
五
年
と
な
る
。
昭
和
五
一
年
九
月
に
、
最
初
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
七
地
区
が
選
定
さ
れ
だ
。
萩
市
で
は
堀
内
地
区
と
平
安

古
地
区
の
二
地
区
が
選
定
さ
れ
、
平
成
＿
＿
―
-
年
で
選
定
二
五
周
年
を
む
か
え
る
。

萩
市
は
山
口
県
の
日
本
洒
に
面
す
る
城
下
町
で
、
慶
畏
一
三
（
＿
六

0
八
）
年
に
城
が
完

成
し
、
一
八
世
紀
初
頭
に
は
城
下
町
と
し
て
の
規
模
が
ほ
ぼ
固
ま
る
。
外
堀
の
内
側
力
ら
中

堀
の
間
ガ
「
三
の
丸
』
で
、

r
堀
内
」
と
呼
ば
れ
て
藩
の
諸
役
所
や
毛
利
一
門
や
家
老
等
の
重

臣
だ
ち
の
屋
敷
ガ
並
ん
で
い
だ
。
明
治
維
新
後
、
屋
敷
地
の
主
屋
の
多
く
が
取
り
壊
さ
れ
、

跡
地
は
夏
蜜
柑
畑
な
ど
に
転
用
さ
れ
だ
。
保
存
地
区
は
東
西
九
0
0メ
ー
ト
ル
、
南
北
七
0

0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
、
街
路
に
面
す
る
土
塀
や
門
と
夏
蜜
柑
畑
が
歴
史
的
景
観
を
形
成
し

く
ち
ば

て
い
る
。
地
区
内
に
は
重
要
文
化
財
の
口
羽
家
住
宅
が
あ
り
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま

だ
、
地
区
東
伺
に
近
接
し
て
は
国
史
跡
萩
城
城
下
町
ガ
あ
る
。

萩
市
で
は
、
伝
建
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
町
全
体
に
つ
い
て
、
歴
史
や
自
然
を
活
力
し
だ

景
観
形
成
を
目
指
し
て
萩
市
都
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
城

下
の
港
町
で
あ
っ
だ
浜
崎
地
区
の
保
存
整
備
を
目
指
し
て
い
る
。
萩
市
内
に
は
歴
史
的
な
建

物
や
史
跡
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
を
活
力
し
だ
ま
ち
づ
く
り
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
、

堀
内
地
区
は
そ
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
。（
文
化
財
保
護
部
建
造
物
課
文
化
財
調
査
官

撮
影
／
萩
市
教
育
委
員
会
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